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(赤 ･緑 ･青 ･黄)の矩形を刺激とする2項目遅延継
時見本合せ課題(DMTSS)を行わせた｡DMTSSは.
継時的に提示された複数の刺激項目を､提示された
順序に従って選択するという課題である｡
実験装置は､75×75×75cmの実験箱で､前面にタ
ッチ･パネル付き14'CRT､左面に餌受け皿を設匿した｡
実験の手続きは以下の通りだった｡試行開始後.
CRT中央部にスタート･キ-が提示された.披験体
がスタート･キーに触ると､第 1項目のみが提示さ
れた (提示フェーズ)｡披験体が第1項目に触ると､
第2項目のみが提示された｡披験体が第2項目に触
ると,第1項目と第2項目が同時に提示された (過
択フェーズ)｡披験体に求められた祝RBは,約1項目
を先に触り.次いで第2項目を触ることだった.
訓練終了後､被験体が第l項目,第2項目のいずれ
に注目して反応しているのかを調べるために､全消
去プローブ法による思換テストを行った.田換テス
トのテスト･プローブ試行では､選択フェーズで提示
される2つの刺激項目の一方を､提示フェーズで提
示されなかった刺激項目で置換した｡突放の結果.
両被験体とも､第1項目を置換しても正答率は低下し
なかったが (約90%),第2項目を置換すると正答率
はチャンス･レベル近く(約40%)にまで低下した｡ま
た,1頭の披験体で､第1項目を置換しても反応時
間は変化せず､第2項目を置換した場合に反応時間
が長くなった｡これらの結果から､披験体は第1項
目ではなく第2項目に注目していることが判明した｡
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